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山都町の人口
〔令和元年７月 31日現在〕
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７，６５１人

１４，７６８人
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※（　）は前月比

※最高齢は 108歳〔女性１人〕

※令和元年７月の出生者数　3人

※令和元年７月の死亡者数 22 人
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～ 矢部高校が「地域みらい留学フェスタ 2019」に参加しました ～
　こんにちは！地域おこし協力隊の出口です。
　私は山の都地域しごとセンターに所属しなが
ら、矢部高校の入学者増に向けた「矢部高校応
援プロジェクト」にも参加しています。
　矢部高校では、今年度から「地域みらい留学」
に参加しており、６月 29日に東京都渋谷区で
行われた「地域みらい留学フェスタ 2019」に
参加しました。「地域みらい留学」とは、都道府県の枠を越えて、地域の学校
に入学し、充実した高校３年間をおくることを目的としており、全国各地か
らそれぞれの魅力を持つ 50校以上が参加し、県外生の募集を行っています。
　当日は、1,100 名以上の県外への進学を希望する中学生と、その保護者が
会場を訪れ、それぞれの高校の説明に聞き入っていました。矢部高校のブー
スにもたくさんの親子連れが訪れ、矢部高校の先生や卒業生が、高校の魅力
をＰＲ説明し、興味を持ってもらうことができました。
　今後も矢部高校の入学者増に向けて活動していきます！引き続き応援よろ
しくお願いします！
◎移住定住に関するご相談は、
　山の都地域しごとセンター☎0967-72-9111まで、お気軽にお問合せください。

　JOC会長に就任された山下会
長について、紹介する特集を掲
載しましたが、年表を入力しな
がら「世界の山下」の凄さを改
めて感じました。文化の森に飾っ
てあった柔道着や金メダルのレ
プリカ、国民栄誉賞の記念品な
どを間近で見ることができ感動
しました。
　ぜひ、柔道を習っていない子
ども達にも山下会長のことを
知って欲しいなと思いました。
　山下会長におかれましては、
これから更に多忙を極められる
と思いますが、ますますのご活躍
を山都町よりご祈念いたします。

　　  （坂本奈）
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予防的避難の重要性
　「いのち」を守ることを最優先とするという考えのもと、日没前の明るい時間帯に早期避難し、人
的被害の未然防止に努めるようにしましょう。
　予防的避難で重要なことは、「空振りをおそれず避難すること」です。
　早めの避難をした結果、災害が発生しなかったとしても、翌日から自宅で普段どおりの生活が送れ
ることは幸せなことです。
　また、避難の際は、声を掛け合い避難しましょう。特に、高齢者、障がい者、乳幼児、妊婦、傷病
者のほか、日本語が理解できない外国人などへの思いやりと支援を心がけ、地域ぐるみで協力し合う
ことが大切です。

山都警察署協議会委員委嘱式及び
令和元年度第１回山都警察署協議会開催

台風などの災害から身を守りましょう

山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
http：//www.pref.kumamoto.jp/police/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

・危ないよ　ながら自転車　気をつけて 杉山　叶華（蘇陽中１年）
・踏み違い「アクセル・ブレーキ」危機一髪 佐野眞由美（一般）

交通安全標語
平成30年度受賞作品

山都警察署からのお知らせです！
本年７月から敷地内全面禁煙となりました！ご協力をお願いします。
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